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年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。町
民
の
皆
さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、令
和
６
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
、心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
年
頭
に
あ
た
り
ま
し
て
、

福
智
町
議
会
を
代
表
し
ま
し
て
謹
ん
で
新
春
の
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
昨
年
５
月
の
初
議
会
に
お
い
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
い
た

だ
き
、
議
長
と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
あ
ら
た
め
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
議
員
各
位
の
ご
指
導
と
ご
協
力
に

対
し
ま
し
て
、
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
議
長
の
職
責
の
重
さ
を

認
識
し
つ
つ
、
公
平
公
正
な
議
会
運
営
を
目
指
し
て
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
３
年
９
月
よ
り
休
刊
し
て
お
り
ま
し
た「
福
智
町
議
会
だ

よ
り
」に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
５
年
９
月
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
福

智
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
令
和
６
年
１
月
号
か
ら
再
開
い

た
し
ま
す
。
今
後
は
議
会
の
内
容
を
広
く
町
民
の
皆
さ
ま
へ
お
届
け
で
き

る
よ
う
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
福
智
町
議
会
と
し
て
は
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
し
、
令
和
５
年
６
月
以
降
の
本
会
議
会
議
録
の
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
公
開
開
始
を
は
じ
め
と
し
て
、
議
会
だ
よ
り
の
紙
面
充
実
な
ど
、

議
会
活
動
の
情
報
発
信
や
議
会
機
能
の
向
上
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
議
員
定
数
に
つ
き
ま
し
て
も
、
令
和
５
年
９
月
定
例

会
に
お
い
て
、
福
智
町
議
会
議
員
定
数
削
減
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
議

論
を
す
る
と
い
う
結
論
に
至
り
ま
し
た
。
本
特
別
委
員
会
で
は
、
二
元
代

表
制
の
一
翼
を
担
う
福
智
町
議
会
が
福
智
町
の
将
来
を
見
据
え
、
住
民
福

祉
の
向
上
と
町
政
発
展
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
は
、
議
員
定
数
は
ど
れ

く
ら
い
が
適
切
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
今
後
も
様
々
な
角
度
か
ら
慎
重
な

検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
引
続
き
議
会
に
対

し
ま
し
て
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
あ
た
り
、
福
智
町
に
と
り
ま
し
て
新
し
い
年
が
、
夢
と
希
望
に
満

ち
た
す
ば
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

民
の
皆
さ
ま
に
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
さ
ら
な
る
町
発
展
の
た
め
、
全

力
を
尽
く
す
覚
悟
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
昨
年
は
、
物
価
高
騰
が
続
く
中
、「
所
得
制
限
の
な
い
副
食
費
を
含

む
保
育
料
完
全
無
償
化
」を
実
現
し
、国
の
施
策
に
加
え
、「
敬
老
祝
商
品
券
」

や「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」、「
グ
ル
メ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」等
、
生
活
支
援
策
を

講
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
の
補
助
金
を
活
用
し
、「
ふ
く
～
る
バ
ス

本
格
運
行
」や「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
」、「
ハ
ワ
イ
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
授

業
」や
先
月
オ
ー
プ
ン
し
た
複
合
型
ス
ポ
ー
ツ
施
設「
フ
ク
チ 

フ
ァ
イ
ン
ド 

フ
ィ
ー
ル
ド
の
設
置
」等
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
企
業
連
携
と
特
産
品
開
発
、
ま
ち
の
魅
力
発
信
を
積
み
重
ね
て
き
た「
ふ

る
さ
と
納
税
」は
、過
去
最
多
の
前
年
度
寄
附
額
42
億
円
を
現
時
点
で
上
回
っ

て
お
り
、今
後
、新
た
な
関
係
企
業
の
拡
張
や
雇
用
創
出
も
見
込
ま
れ
る
中
、

当
初
か
ら
の
目
標
で
あ
っ
た「
ま
ち
づ
く
り
サ
イ
ク
ル
の
好
循
環
」の
基
盤

構
築
が
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
推
進
で
は
、「
フ
ク
チ 

グ
ロ
ー
バ
ル 

キ
ャ
ン
プ
」や「
Ａ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
事

業
」等
の
実
績
を
重
ね
、
い
よ
い
よ
３
月
に
本
町
児
童
が
ハ
ワ
イ
へ
と
渡
る
人
材

育
成
事
業
が
実
現
し
ま
す
。
ま
た
、
韓
国
大
使
を
招
聘
し
た「
上
野
焼
開
窯

４
２
０
年
記
念
式
典
」を
機
に
、
日
韓
交
流
事
業
の
展
開
を
図
る
所
存
で
す
。

　
一
方
、
財
政
計
画
で
は
、
過
疎
債
等
国
の
支
援
失
効
年
度
を
見
据
え

「
２
０
３
０
年
問
題
」と
し
て
危
機
感
を
強
め
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

の
推
移
を
踏
ま
え
た
公
共
施
設
や
事
業
の
削
減
、
行
財
政
の
効
率
化
方
針

を
定
め
ま
し
た
。
今
後
も
直
面
す
る
課
題
に
実
直
に
向
き
合
い
、「
確
か
な

未
来
を
創
る
」を
テ
ー
マ
に「
子
育
て
支
援
の
強
化
」「
行
政
Ｄ
Ｘ
の
推
進
」「
公

共
施
設
の
機
能
と
量
の
最
適
化
」「
ふ
る
さ
と
納
税
の
強
化
」を
政
策
の
柱

に
据
え
、
地
方
自
治
の
原
理
で
あ
る
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ

る
こ
と
を
旨
と
し
、
政
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
新
年
が
町
民
の
皆
さ
ま
お
一
人
お
ひ
と
り
に
と
っ
て
輝
か
し
い
一
年

と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
祈
念
し
、
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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い
り
ま
す
。
福
智
町
議
会
と
し
て
は
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
し
、
令
和
５
年
６
月
以
降
の
本
会
議
会
議
録
の
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
公
開
開
始
を
は
じ
め
と
し
て
、
議
会
だ
よ
り
の
紙
面
充
実
な
ど
、

議
会
活
動
の
情
報
発
信
や
議
会
機
能
の
向
上
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
議
員
定
数
に
つ
き
ま
し
て
も
、
令
和
５
年
９
月
定
例

会
に
お
い
て
、
福
智
町
議
会
議
員
定
数
削
減
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
議

論
を
す
る
と
い
う
結
論
に
至
り
ま
し
た
。
本
特
別
委
員
会
で
は
、
二
元
代

表
制
の
一
翼
を
担
う
福
智
町
議
会
が
福
智
町
の
将
来
を
見
据
え
、
住
民
福

祉
の
向
上
と
町
政
発
展
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
は
、
議
員
定
数
は
ど
れ

く
ら
い
が
適
切
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
今
後
も
様
々
な
角
度
か
ら
慎
重
な

検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
引
続
き
議
会
に
対

し
ま
し
て
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
あ
た
り
、
福
智
町
に
と
り
ま
し
て
新
し
い
年
が
、
夢
と
希
望
に
満

ち
た
す
ば
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

民
の
皆
さ
ま
に
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
さ
ら
な
る
町
発
展
の
た
め
、
全

力
を
尽
く
す
覚
悟
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
昨
年
は
、
物
価
高
騰
が
続
く
中
、「
所
得
制
限
の
な
い
副
食
費
を
含

む
保
育
料
完
全
無
償
化
」を
実
現
し
、国
の
施
策
に
加
え
、「
敬
老
祝
商
品
券
」

や「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」、「
グ
ル
メ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」等
、
生
活
支
援
策
を

講
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
の
補
助
金
を
活
用
し
、「
ふ
く
～
る
バ
ス

本
格
運
行
」や「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
」、「
ハ
ワ
イ
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
授

業
」や
先
月
オ
ー
プ
ン
し
た
複
合
型
ス
ポ
ー
ツ
施
設「
フ
ク
チ 

フ
ァ
イ
ン
ド 

フ
ィ
ー
ル
ド
の
設
置
」等
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
企
業
連
携
と
特
産
品
開
発
、
ま
ち
の
魅
力
発
信
を
積
み
重
ね
て
き
た「
ふ

る
さ
と
納
税
」は
、過
去
最
多
の
前
年
度
寄
附
額
42
億
円
を
現
時
点
で
上
回
っ

て
お
り
、今
後
、新
た
な
関
係
企
業
の
拡
張
や
雇
用
創
出
も
見
込
ま
れ
る
中
、

当
初
か
ら
の
目
標
で
あ
っ
た「
ま
ち
づ
く
り
サ
イ
ク
ル
の
好
循
環
」の
基
盤

構
築
が
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
推
進
で
は
、「
フ
ク
チ 

グ
ロ
ー
バ
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キ
ャ
ン
プ
」や「
Ａ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
事

業
」等
の
実
績
を
重
ね
、
い
よ
い
よ
３
月
に
本
町
児
童
が
ハ
ワ
イ
へ
と
渡
る
人
材

育
成
事
業
が
実
現
し
ま
す
。
ま
た
、
韓
国
大
使
を
招
聘
し
た「
上
野
焼
開
窯

４
２
０
年
記
念
式
典
」を
機
に
、
日
韓
交
流
事
業
の
展
開
を
図
る
所
存
で
す
。

　
一
方
、
財
政
計
画
で
は
、
過
疎
債
等
国
の
支
援
失
効
年
度
を
見
据
え

「
２
０
３
０
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題
」と
し
て
危
機
感
を
強
め
、
人
口
減
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や
少
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高
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の
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を
踏
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た
公
共
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設
や
事
業
の
削
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、
行
財
政
の
効
率
化
方
針

を
定
め
ま
し
た
。
今
後
も
直
面
す
る
課
題
に
実
直
に
向
き
合
い
、「
確
か
な

未
来
を
創
る
」を
テ
ー
マ
に「
子
育
て
支
援
の
強
化
」「
行
政
Ｄ
Ｘ
の
推
進
」「
公

共
施
設
の
機
能
と
量
の
最
適
化
」「
ふ
る
さ
と
納
税
の
強
化
」を
政
策
の
柱

に
据
え
、
地
方
自
治
の
原
理
で
あ
る
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ

る
こ
と
を
旨
と
し
、
政
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
新
年
が
町
民
の
皆
さ
ま
お
一
人
お
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と
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に
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し
い
一
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と
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で
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の
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び
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げ
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新
年
を
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え
る
に
あ
た
り
、
さ
ら
な
る
町
発
展
の
た
め
、
全

力
を
尽
く
す
覚
悟
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
昨
年
は
、
物
価
高
騰
が
続
く
中
、「
所
得
制
限
の
な
い
副
食
費
を
含

む
保
育
料
完
全
無
償
化
」を
実
現
し
、国
の
施
策
に
加
え
、「
敬
老
祝
商
品
券
」

や「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」、「
グ
ル
メ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」等
、
生
活
支
援
策
を

講
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
の
補
助
金
を
活
用
し
、「
ふ
く
～
る
バ
ス

本
格
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行
」や「
地
域
ブ
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ン
ド
化
事
業
」、「
ハ
ワ
イ
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
授

業
」や
先
月
オ
ー
プ
ン
し
た
複
合
型
ス
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ー
ツ
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設「
フ
ク
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フ
ァ
イ
ン
ド 

フ
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ー
ル
ド
の
設
置
」等
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
企
業
連
携
と
特
産
品
開
発
、
ま
ち
の
魅
力
発
信
を
積
み
重
ね
て
き
た「
ふ

る
さ
と
納
税
」は
、過
去
最
多
の
前
年
度
寄
附
額
42
億
円
を
現
時
点
で
上
回
っ

て
お
り
、今
後
、新
た
な
関
係
企
業
の
拡
張
や
雇
用
創
出
も
見
込
ま
れ
る
中
、

当
初
か
ら
の
目
標
で
あ
っ
た「
ま
ち
づ
く
り
サ
イ
ク
ル
の
好
循
環
」の
基
盤

構
築
が
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
推
進
で
は
、「
フ
ク
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グ
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ー
バ
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プ
」や「
Ａ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
事

業
」等
の
実
績
を
重
ね
、
い
よ
い
よ
３
月
に
本
町
児
童
が
ハ
ワ
イ
へ
と
渡
る
人
材

育
成
事
業
が
実
現
し
ま
す
。
ま
た
、
韓
国
大
使
を
招
聘
し
た「
上
野
焼
開
窯

４
２
０
年
記
念
式
典
」を
機
に
、
日
韓
交
流
事
業
の
展
開
を
図
る
所
存
で
す
。

　
一
方
、
財
政
計
画
で
は
、
過
疎
債
等
国
の
支
援
失
効
年
度
を
見
据
え

「
２
０
３
０
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題
」と
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て
危
機
感
を
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め
、
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少
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の
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踏
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、
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の
効
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針
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め
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た
。
今
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も
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面
す
る
課
題
に
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に
向
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い
、「
確
か
な
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来
を
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る
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マ
に「
子
育
て
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の
強
化
」「
行
政
Ｄ
Ｘ
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進
」「
公

共
施
設
の
機
能
と
量
の
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化
」「
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る
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の
強
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」を
政
策
の
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に
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え
、
地
方
自
治
の
原
理
で
あ
る
最
小
の
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で
最
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の
効
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を
挙
げ

る
こ
と
を
旨
と
し
、
政
策
を
推
進
し
て
ま
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ま
す
。

　
こ
の
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が
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の
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さ
ま
お
一
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と
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に
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を
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見
込
ま
れ
る
中
、

当
初
か
ら
の
目
標
で
あ
っ
た「
ま
ち
づ
く
り
サ
イ
ク
ル
の
好
循
環
」の
基
盤

構
築
が
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
推
進
で
は
、「
フ
ク
チ 

グ
ロ
ー
バ
ル 

キ
ャ
ン
プ
」や「
Ａ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
事

業
」等
の
実
績
を
重
ね
、
い
よ
い
よ
３
月
に
本
町
児
童
が
ハ
ワ
イ
へ
と
渡
る
人
材

育
成
事
業
が
実
現
し
ま
す
。
ま
た
、
韓
国
大
使
を
招
聘
し
た「
上
野
焼
開
窯

４
２
０
年
記
念
式
典
」を
機
に
、
日
韓
交
流
事
業
の
展
開
を
図
る
所
存
で
す
。

　
一
方
、
財
政
計
画
で
は
、
過
疎
債
等
国
の
支
援
失
効
年
度
を
見
据
え

「
２
０
３
０
年
問
題
」と
し
て
危
機
感
を
強
め
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

の
推
移
を
踏
ま
え
た
公
共
施
設
や
事
業
の
削
減
、
行
財
政
の
効
率
化
方
針

を
定
め
ま
し
た
。
今
後
も
直
面
す
る
課
題
に
実
直
に
向
き
合
い
、「
確
か
な

未
来
を
創
る
」を
テ
ー
マ
に「
子
育
て
支
援
の
強
化
」「
行
政
Ｄ
Ｘ
の
推
進
」「
公

共
施
設
の
機
能
と
量
の
最
適
化
」「
ふ
る
さ
と
納
税
の
強
化
」を
政
策
の
柱

に
据
え
、
地
方
自
治
の
原
理
で
あ
る
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ

る
こ
と
を
旨
と
し
、
政
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
新
年
が
町
民
の
皆
さ
ま
お
一
人
お
ひ
と
り
に
と
っ
て
輝
か
し
い
一
年

と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
祈
念
し
、
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。町
民
の
皆
さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、令
和
６
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
、心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
年
頭
に
あ
た
り
ま
し
て
、

福
智
町
議
会
を
代
表
し
ま
し
て
謹
ん
で
新
春
の
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
昨
年
５
月
の
初
議
会
に
お
い
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
い
た

だ
き
、
議
長
と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
あ
ら
た
め
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
議
員
各
位
の
ご
指
導
と
ご
協
力
に

対
し
ま
し
て
、
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
議
長
の
職
責
の
重
さ
を

認
識
し
つ
つ
、
公
平
公
正
な
議
会
運
営
を
目
指
し
て
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
３
年
９
月
よ
り
休
刊
し
て
お
り
ま
し
た「
福
智
町
議
会
だ

よ
り
」に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
５
年
９
月
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
福

智
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
令
和
６
年
１
月
号
か
ら
再
開
い

た
し
ま
す
。
今
後
は
議
会
の
内
容
を
広
く
町
民
の
皆
さ
ま
へ
お
届
け
で
き

る
よ
う
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
福
智
町
議
会
と
し
て
は
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
し
、
令
和
５
年
６
月
以
降
の
本
会
議
会
議
録
の
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
公
開
開
始
を
は
じ
め
と
し
て
、
議
会
だ
よ
り
の
紙
面
充
実
な
ど
、

議
会
活
動
の
情
報
発
信
や
議
会
機
能
の
向
上
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
議
員
定
数
に
つ
き
ま
し
て
も
、
令
和
５
年
９
月
定
例

会
に
お
い
て
、
福
智
町
議
会
議
員
定
数
削
減
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
議

論
を
す
る
と
い
う
結
論
に
至
り
ま
し
た
。
本
特
別
委
員
会
で
は
、
二
元
代

表
制
の
一
翼
を
担
う
福
智
町
議
会
が
福
智
町
の
将
来
を
見
据
え
、
住
民
福

祉
の
向
上
と
町
政
発
展
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
は
、
議
員
定
数
は
ど
れ

く
ら
い
が
適
切
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
今
後
も
様
々
な
角
度
か
ら
慎
重
な

検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
引
続
き
議
会
に
対

し
ま
し
て
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
あ
た
り
、
福
智
町
に
と
り
ま
し
て
新
し
い
年
が
、
夢
と
希
望
に
満

ち
た
す
ば
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

民
の
皆
さ
ま
に
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
さ
ら
な
る
町
発
展
の
た
め
、
全

力
を
尽
く
す
覚
悟
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
昨
年
は
、
物
価
高
騰
が
続
く
中
、「
所
得
制
限
の
な
い
副
食
費
を
含

む
保
育
料
完
全
無
償
化
」を
実
現
し
、国
の
施
策
に
加
え
、「
敬
老
祝
商
品
券
」

や「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」、「
グ
ル
メ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」等
、
生
活
支
援
策
を

講
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
の
補
助
金
を
活
用
し
、「
ふ
く
～
る
バ
ス

本
格
運
行
」や「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
」、「
ハ
ワ
イ
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
授

業
」や
先
月
オ
ー
プ
ン
し
た
複
合
型
ス
ポ
ー
ツ
施
設「
フ
ク
チ 

フ
ァ
イ
ン
ド 

フ
ィ
ー
ル
ド
の
設
置
」等
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
企
業
連
携
と
特
産
品
開
発
、
ま
ち
の
魅
力
発
信
を
積
み
重
ね
て
き
た「
ふ

る
さ
と
納
税
」は
、過
去
最
多
の
前
年
度
寄
附
額
42
億
円
を
現
時
点
で
上
回
っ

て
お
り
、今
後
、新
た
な
関
係
企
業
の
拡
張
や
雇
用
創
出
も
見
込
ま
れ
る
中
、

当
初
か
ら
の
目
標
で
あ
っ
た「
ま
ち
づ
く
り
サ
イ
ク
ル
の
好
循
環
」の
基
盤

構
築
が
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
推
進
で
は
、「
フ
ク
チ 

グ
ロ
ー
バ
ル 

キ
ャ
ン
プ
」や「
Ａ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
事

業
」等
の
実
績
を
重
ね
、
い
よ
い
よ
３
月
に
本
町
児
童
が
ハ
ワ
イ
へ
と
渡
る
人
材

育
成
事
業
が
実
現
し
ま
す
。
ま
た
、
韓
国
大
使
を
招
聘
し
た「
上
野
焼
開
窯

４
２
０
年
記
念
式
典
」を
機
に
、
日
韓
交
流
事
業
の
展
開
を
図
る
所
存
で
す
。

　
一
方
、
財
政
計
画
で
は
、
過
疎
債
等
国
の
支
援
失
効
年
度
を
見
据
え

「
２
０
３
０
年
問
題
」と
し
て
危
機
感
を
強
め
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

の
推
移
を
踏
ま
え
た
公
共
施
設
や
事
業
の
削
減
、
行
財
政
の
効
率
化
方
針

を
定
め
ま
し
た
。
今
後
も
直
面
す
る
課
題
に
実
直
に
向
き
合
い
、「
確
か
な

未
来
を
創
る
」を
テ
ー
マ
に「
子
育
て
支
援
の
強
化
」「
行
政
Ｄ
Ｘ
の
推
進
」「
公

共
施
設
の
機
能
と
量
の
最
適
化
」「
ふ
る
さ
と
納
税
の
強
化
」を
政
策
の
柱

に
据
え
、
地
方
自
治
の
原
理
で
あ
る
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ

る
こ
と
を
旨
と
し
、
政
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
新
年
が
町
民
の
皆
さ
ま
お
一
人
お
ひ
と
り
に
と
っ
て
輝
か
し
い
一
年

と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
祈
念
し
、
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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